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 慶
蔵
院
寺
報 

     慶蔵院一会館   画 山寄淑子 

   

六
月
二
十
四
日
、
Ｏ
Ｋ
バ
ジ
、
八
年
ぶ
り
の
講
演
会
に
は
四
十
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
会
場
で
の
カ
ン
パ
、
二
万
五
千
円
、
事
前
に
お
預
か
り
し
て
い
た
支
援
金

が
三
十
五
万
円
。
講
演
会
終
了
後
に
、
参
加
者
か
ら
直
接
バ
ジ
さ
ん
に
手
渡
さ
れ
た

多
く
の
支
援
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

バ
ジ
さ
ん
に
託
さ
れ
た
支
援
金
は
、
す
べ
て
現
地
の
人
々
の
支
援
に
直
結
し
て
い

ま
す
。
後
日
、
そ
の
報
告
が
手
紙
で
バ
ジ
さ
ん
か
ら
届
け
ら
れ
ま
す
。
丁
寧
な
字
で

書
か
れ
た
親
書
と
し
て
の
、
写
真
も
添
え
ら
れ
た
報
告
書
で
す
。
こ
の
労
を
厭
う
こ

と
の
な
い
、
三
十
年
間
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
良
心
が
こ
こ
に
結
集
し
て
い
ま
す
。

バ
ジ
さ
ん
の
手
を
通
し
て
、
私
た
ち
の
支
援
が
ネ
パ
ー
ル
の
現
地
の
人
々
と
の
心
を

つ
な
い
で
い
っ
て
く
れ
る
の
で
す
。 

今
回
講
演
会
に
初
め
て
参
加
さ
れ
た
高
校
時
代
の
同
級
生
の
芳
賀
さ
ん
に
感
想
を

書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
の
紹
介
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
三
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

二
〇
〇
九
年
ネ
パ
ー
ル
が
好
き
だ
と
い
う
教
え
子
に
、
本
で
知
っ
て
い
た
Ｏ
Ｋ
バ

ジ
に
会
い
に
行
っ
て
は
ど
う
か
と
紹
介
し
た
こ
と
が
縁
と
な
り
、
翌
年
七
月
に
バ
ジ

さ
ん
が
慶
蔵
院
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
年
，
二
〇
一
〇
年
の
十
二

月
初
め
て
ネ
パ
ー
ル
に
バ
ジ
さ
ん
を
訪
ね
、
村
の
支
援
に
同
行
し
ま
し
た
。
そ
し
て

サ
チ
コ
ー
ル
村
で
桜
井
ひ
ろ
子
さ
ん
と
出
会
い
、
「
こ
こ
に
横
井
久
美
子
さ
ん
に
来

て
も
ら
っ
て
、
村
人
や
子
ど
も
た
ち
に
歌
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
も
ら
お
う…

」
と
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
翌
年
の
二
〇
一
一
年
、
サ
チ
コ
ー
ル
村
で
歌
っ
て
く
れ
た
横
井

さ
ん
が
「
毎
年
こ
こ
に
来
ま
す
」
と
宣
言
。
子
ど
も
た
ち
に
ギ
タ
ー
を
支
援
し
、
教

え
、
村
人
総
出
に
よ
る
音
楽
ホ
ー
ル
を
建
設
、
そ
の
経
過
を
本
に
ま
と
め
、
二
〇
一

九
年
、
東
京
で
の
五
〇
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
に
ギ
タ
ー
を
学
ん
だ
子
ど
も
た
ち
を

招
待
し
た
の
で
す
。
こ
の
間
、
バ
ジ
さ
ん
は
村
周
り
を
続
け
な
が
ら
、
横
井
さ
ん
の

取
り
組
み
を
見
守
り
支
え
続
け
て
く
れ
ま
し
た 

今
回
の
講
演
会
参
加
の
皆
さ
ん
に
は
、
横
井
久
美
子
著
「
村
人
総
出
で
つ
く
っ
た

音
楽
ホ
ー
ル
」
の
本
が
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
横
井
さ
ん
の
ご
主

人
、
友
寄
さ
ん
の
ご
好
意
に
よ
る
も
の
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

幸
せ
と
喜
び
の
連
鎖
に
あ
り
が
と
う 
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7月の行事予定
3 日（水） 

写経会 
男性詠唱隊 

午前１０時～ 
午後７時～ 

10 日（水） 
落語会「いちご亭」 
南遊亭栄歌・安楽亭東風 午後７時～８時半予定 

8 日（月） 
華道「山村御流」教室 
 講師 小森清真先生 

午後 1 時半～ 

 参加費 2000 円 と 花代 

17 日（水） 
健康教室 歩き方教室 

 講師 馬場久美子先生 

午後 1 時～3 時 

参加費 500 円 

24 日（水） 地蔵講・地蔵堂開帳 午後 1 時半～ 

２5 日（木） 戦没者慰霊平和の鐘 朝の勤行にて 午前８時頃 

13 日・27 日（土） 
絵画サロン  

講師 山寄淑子先生    
午後７時～8 時半 一会館にて 

参加費１回５００円 

12 日（金） 七月盆棚経参り 
日程は個別に 
連絡させていただきます 

14 日（日） 七月盆棚経参り  

15 日（月） 七月盆棚経参り  

11 日（木） ともいき英語サロン 
 講師 三浦邦昭先生 

午前１０時～１１時半 

午後１時半～３時 
一会館にて 参加費 1 回１０００円   

12 日・26 日（金） 
茶道教室 講師 河井宗恵生      

樋口宗恵先生 

          田島宗紀先生 

午後７時～子供茶道教室 
 ７時半～大人茶道教室 
 大人５００円  一会館にて 

 

慶
蔵
院
豆
知
識

pt2

⑭ 

 

阿
部
文
珠
院
参
詣
記 

 
 先

日
、
桜
井
市
に
あ
る
文
殊
院
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

私
は
今
、
華
厳
経
「
入
法
界
品
」
（
善
財
童
子
が
文
殊

菩
薩
の
勧
め
で
旅
を
始
め
五
十
三
人
の
善
友
を
歴
訪
し

最
後
の
普
賢
菩
薩
の
導
き
に
よ
っ
て
真
理
の
世
界
［
法

界
］
に
入
る
ま
で
を
描
く
物
語
）
を
読
ん
で
い
ま
す
。 

 

テ
レ
ビ
番
組
で
阿
部
文
殊
院
が
紹
介
さ
れ
、
そ
こ
に

獅
子
に
の
っ
た
文
殊
菩
薩
と
善
財
童
子
が
、
三
体
の
像

と
共
に
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
は
一
見
の
価

値
が
あ
る
と
思
い
、
息
子
の
運
転
の
車
で
妻
と
と
も
に

国
道
一
六
六
号
線
を
高
見
峠
越
え
で
い
ざ
桜
井
目
が
け

て
出
発
。
約
三
時
間
で
目
的
地
に
着
。
Ｊ
Ｒ
近
鉄
桜
井

駅
南
口
よ
り
南
に
約
一
㎞
徒
歩
十
五
分
の
所
に
あ
り
ま

す
。
車
だ
と
国
道
１
６
５
号
線
の
中
和
病
院
の
交
差
点

を
左
折
し
南
に
走
れ
ば
駐
車
場
の
案
内
が
あ
り
左
折
し

て
狭
い
道
を
行
け
ば
割
と
広
い
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。

券
売
所
で
本
堂
拝
観
券
七
百
円
を
買
っ
て
（
智
恵
の
ら

く
が
ん
付
き
）
靴
を
下
駄
箱
へ
入
れ
て
本
堂
の
中
へ
。

本
尊
の
文
殊
菩
薩
は
、
右
手
に
降
魔
の
利
剣
、
左
手
に

蓮
華
を
持
っ
て
獅
子
に
の
っ
て
中
央
に
鎮
座
し
て
い
ま

す
。
高
さ
は
日
本
最
大
約
七
ｍ
あ
り
ま
す
。
善
財
童
子

は
右
下
に
お
り
獅
子
が
に
ら
ん
で
い
ま
す
。
五
像
全
て

国
宝
で
「
渡
海
文
殊
群
像
」
と
呼
ば
れ
、
雲
海
を
渡
り

私
達
衆
生
の
魔
を
払
い
知
恵
を
授
け
る
説
法
の
旅
に
出

か
け
て
い
る
姿
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
お
寺
は
華
厳
宗
東

大
寺
（
奈
良
の
大
仏
で
有
名
）
の
別
格
本
山
で
、
平
安

時
代
の
陰
陽
師
安
部
清
明
も
お
祀
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

外
に
も
見
ど
こ
ろ
沢
山
で
満
足
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
文 

麻
畑
公
生
） 
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麻畑公生の「浄土宗新聞」 
見どころ・読みどころ 

 

扉
全
開
ま
だ
ま
だ
夢
は
忘
れ
な
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

奥
田 

悦
生 

（
「
灯
り
」
第
四
集 
伊
勢
川
柳
友
の
会
誌
に
掲
載
） 

落
語
会
「
い
ち
ご
亭
」 

 
 

 
無
料
で
す 

 

第
２
水
曜 

十
日 

午
後
７
時 

慶
蔵
院
「
一
会
館
」 

 

出
演 

法
話 

慶
蔵
院
住
職 

 
 

 
 

落
語 

南
遊
亭
栄
歌 

 

安
楽
亭
東
風 

5 ページの「今月の言葉」に「国際宇宙ス

テーション」が出ています。 
私も何度も見ました。肉眼で見られます。夕

方ふと空を見上げた時、冬、朝の勤行に行く
途中に見ました。突然パッと現れスーと一直

線に飛んでいき、徐々に暗くなって消えてい
きます。感動のです。 

位置はネットで、日時・方角・仰角が調べ
られます。天文情報誌「月間天文ガイド」に

も情報が載っています。私はこれであたりを

つけています。 

垣見一雅（OK バジ）講演会 に参加して       芳

賀正明 

 Okバジさんは、4～5 時間かけて村々を回り、村人の話を聞き、援助する活動を 30 年

間続けてこられ、その人にしか語れない多くのエビソードを淡々と話されました。その一

つ一つが宝珠のように輝いて、人と人との絆がつくられているさまが見えるようで、心底

から感動して感涙してしまいました。黙々と無私で長年援助活動を実践されてきた人だか

ら、一つ一つの言葉に人の心をうつ力があると感じました 

会場からの「バジさんの活動をつぐ後継者についてどう考えていますか」という質問に

は、「私一人で完結してできるところまでやるだけです」ときっばり答えられた潔さにも

好感を持ちました。OＫバジさんのネパールでの 30 年間は、本当に≪一隅を照らす≫活

動で、その報告を聞き、心の中に暖かい光をいただいた気持ちになりました。平凡な日常

の中に溶け込んだ働きの重さ、それは人に希望の力を与えます。拝金主義のまん延する日

本、豊かさにぼけてしまった日本に灯りを掲げて下さっていると思います。いい出会いを

いただけた半日でした。いつかまたお目にかかれる日を楽しみにしております。 

 

! 

 

 
 

住
職
の
健
康
回
復
へ
の
道
の
り
（

29

） 

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
検
査
結
果
で
は
、
呼
吸
が

止
ま
っ
て
い
る
回
数
が
半
分
に
減
っ
て
お
り
、
総

合
判
定
で
は
前
進
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
今
回
も
、
三
分
止
ま

っ
て
い
る
と
き
が
一
回
あ
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ

て
お
り
、
油
断
は
禁
物
で
す
。 

尿
酸
値
に
関
し
て
は
、
薬
を
使
わ
ず
に
、
こ
の

二
年
半
の
間
に
、
一
進
一
退
を
繰
り
返
し
な
が
ら

も
、
最
高
値
１
０
で
あ
っ
た
と
き
か
ら
、
現
在

６
・
２
の
基
準
値
以
下
に
収
ま
る
よ
う
に
回
復
し

て
き
ま
し
た
。
よ
く
噛
ん
で
、
食
べ
過
ぎ
に
注
意

し
た
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。 

た
べ
す
き
゜ 
秋の団体参拝バス旅行 ご案内 

コロナ禍で延期されてきたバス旅行、やっと再開です。      

9 月４日㈬に計画しています。今から予定を空けておいてくだ

さい。行先は、倉野剛一さん推奨の「奈良で阿弥陀浄土を発見

する旅」、下記の寺院を検討しています。 

① 円城寺…阿弥陀堂の中、来迎二十五菩薩が描かれた円柱に

囲まれた須弥壇に阿弥陀如来が祀られています。 

② 浄瑠璃寺…平安の人々の祈りが伝わる現存唯一つの 

九体仏を拝することができます。 

③ 吉田寺…「大和のおおぼとけ」ともいわれる 

丈六阿弥陀に、木魚を打ってお念仏をした後、 

寺の縁起などの法話をいただきます。 

 参加費は約１万２０００円の予定ですが、参加人数によ

って変動があります。 
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映
画
「
九
十
歳
。
何
が
め
で
た
い
」
を
観
ま
し
た
。
主
演
は
草
笛
光

子
。
九
十
歳
の
名
演
技
。
原
作
は
佐
藤
愛
子
。
同
名
の
「
九
十
歳
。
何
が

め
で
た
い
」
と
「
九
十
八
歳
。
戦
い
や
ま
ず
、
日
は
暮
れ
ず
」
か
ら
の
脚

本
化
。
リ
ア
ル
さ
を
持
っ
た
喜
劇
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
共
感

が
わ
く
映
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

檀
家
さ
ん
に
も
、
こ
の
映
画
を
見
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
興

味
が
あ
れ
ば
お
連
れ
し
ま
す
の
で
、
映
画
を
観
た
い
と
思
わ
れ
た
方
、
お

電
話
く
だ
さ
い
。
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
明
和
の
イ
オ
ン
で
す
。

久
し
く
映
画
な
ど
行
っ
た
こ
と
が
な
い…

と
い
う
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
名
乗

り
を
上
げ
て
く
だ
さ
い
。
日
程
調
整
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
日
か

ら
募
集
し
ま
す
。
こ
の
映
画
は
、
年
寄
り
が
観
て
、
元
気
を
も
ら
う
映
画

と
な
っ
て
い
ま
す
。
遠
慮
な
く
、
電
話
く
だ
さ
い
。
車
で
送
迎
し
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
が
始
ま
り
、
病
院
が
閉
鎖
さ
れ
た
た
め
、
二
〇
二
〇
年
五
月
、

入
院
中
の
母
親
を
家
に
戻
し
、
兄
弟
で
手
分
け
し
て
看
護
・
介
護
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
家
に
戻
っ
た
時
「
あ
り
が
と
う
」
の
字
も
書
き
か
ね
、

七
月
に
母
の
願
い
で
完
成
し
た
東
門
の
落
慶
式
す
ら
顔
を
出
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
「
介
護
さ
れ
る
よ
り
、
介
護
す
る
方
が
、
ず

っ
と
大
変
。
み
ん
な
に
世
話
に
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
も
う
少
し
生
き

る
こ
と
に
す
る
わ…

」
と
決
意
を
表
明
し
て
か
ら
の
母
親
は
、
日
に
日
に

変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
八
月
三
十
一
日
の
九
十
一
歳
の
誕
生
日
を
前
に

し
て
、
心
に
残
る
こ
と
を
書
き
残
し
て
お
き
た
い
と
、
寺
の
歴
史
を
ま
と

め
て
く
れ
た
の
が
「
慶
蔵
院
豆
知
識
」
の
始
ま
り
で
す
。
二
年
半
に
わ
た

っ
て
三
十
一
回
、
書
き
続
け
て
く
れ
ま
し
た
。 

書
く
こ
と
で
元
気
に
な
り
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
も
出
演
し
、
言
い
た

い
放
題
、
や
り
た
い
放
題
。
人
間
は
、
意
欲
・
気
力
に
探
究
心
・
ち
ゃ
め

っ
け
・
剛
毅
が
そ
な
わ
れ
ば
生
き
返
る…

。
母
親
と
こ
の
映
画
は
、
そ
の

こ
と
を
証
明
し
て
い
ま
す
。
お
年
寄
り
万
歳
で
す
。 

  

映
画
に
行
き
ま
せ
ん
か

?

 


